
美菜恋来屋

野菜ソムリエが
紹介する

シンプルレシピ

ハモカツ丼 ●材料（1人分）
骨切りハモ…80g
たまねぎ……60g
卵……………2個
ご飯…………適量

※お好みで芽葱、三つ葉、葱など少々

薄口醤油…20cc
みりん……20cc
砂糖………お好みの量
水…………120cc
本だし……少々

●作り方
❶調味料Aを小鍋で火にかけ、沸騰したらスライスしたたまねぎを入
れ中火で1分程煮る。
❷ハモに衣を付け、油で揚げ一口大に切る。
❸②のフライを①に入れ、溶き卵を流入して全体に軽く火を通す。
❹丼鉢にご飯を盛り③をのせお好みで芽葱や三つ葉や葱を散らす。

調味料A

7
2024（令和6年）

No.412

軟式野球部
（本所会館）

今月の特集

組合の最終目標である
農家所得の向上に取り組む
組合の最終目標である
農家所得の向上に取り組む 編集：

あわじ島農業協同組合・総務部総務課
〒656-0462 兵庫県南あわじ市市青木18-1
☎0799-42-5200

←ホームページアドレス
　https://www.ja-awajishima.or.jp/　

今月の農作業・野菜市況情報→
はコチラから

誕生日 めでとう

ホームページの「特産品レシピ」にて過去のレシピも公開しています。

7月
生まれのお友だち

そういちろう

R5.7.16生
松帆  木村 総一郎くん とうま

R5.7.21生
志知  髙岡 飛希くん

ゆのは

R5.7.25生
八木  齋藤 柚希芙ちゃん

ゆい

R5.7.22生
阿万  狭間 結偉くん

ことは

R4.7.23生
神代  土井 琴晴ちゃん

表紙
説明 軟式野球部

（後列左から）

（前列左から）

中澤 一貴、坂 拳弥、中田 侑吾、古浜 大雅、城古 麻矢、古住 彰梧、堀川 直樹、眞浦 純
藤岡 凌、在間 大記、良田 雄哉、大谷 紘史、仲山 達也、谷 健司

応募についてお知らせ…次回は令和3年～令和5年8月生まれの南あわじ市内に住む
お子様です。お申し込みはJAあわじ島ホームページ、または各支所長・経済センター
所長まで。※応募多数は抽選になります。※紙面の都合上、再度の掲載はできません
ので、悪しからずご了承ください。

お子様のお写真お待ちしております!

▲「お誕生日おめでとう」WEB募集

8月生まれ応募締切…7月29日㊊

軟式野球部
（本所会館）

………2～5第34回通常総代会
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今月の特集
F e a t u r

e

提 出 議 案

全議案承認可決
主要目標・実績

事業部門 令和5年度
事業実績

令和6年度
事業目標

信用

共済

購買

販売

畜産

貯金残高
貸出金残高
長期共済保有高ポイント
長期共済新契約ポイント
自動車共済掛金
購買品供給・取扱高
特産品販売・取扱高
農産品販売・取扱高
畜産販売・取扱高

（単位：百万円、ポイント）

第1号議案　令和５年度事業報告及び剰余金処分案の承認につ
いて

第2号議案　令和６年度事業計画の設定について
第3号議案　定款及び定款附属書総代選挙規程の変更について
第4号議案　役員の選任について
第5号議案　令和６年度理事及び監事の報酬について
第6号議案　退任理事及び監事に対する退職慰労金の支給並び

に役員退職慰労引当金の取り崩しについて
第7号議案　附帯決議

組合の最終目標である
農家所得の向上に取り組む

　
日
頃
よ
り
総
代
の
皆
さ
ま
方
に
は
、
農
協
事

業
各
般
に
渡
り
ま
し
て
、
ご
理
解
ご
協
力
を
賜

り
厚
く
お
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。
ま
た
、
農
繁
期
、

た
ま
ね
ぎ
の
収
穫
か
ら
田
植
え
作
業
に
お
疲
れ

の
と
こ
ろ
、
総
代
会
に
ご
出
席
い
た
だ
き
重
ね

て
お
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

　
令
和
5
年
度
は
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が

5
類
に
引
き
下
げ
ら
れ
、
農
協
ま
つ
り
を
始
め

と
す
る
各
種
交
流
イ
ベ
ン
ト
が
復
活
し
、
徐
々

に
コ
ロ
ナ
禍
以
前
の
活
動
に
戻
り
つ
つ
あ
る
年

で
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
景
気
動
向
は
い
ま

だ
不
透
明
で
あ
り
、
円
安
に
よ
る
海
外
か
ら
の

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
需
要
は
高
ま
り
ま
し
た
が
、
燃

料
や
資
材
な
ど
の
物
価
高
騰
が
野
菜
の
販
売
価

格
に
反
映
さ
れ
て
お
ら
ず
、
農
業
経
営
に
は
引

き
続
き
厳
し
い
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
農
家
所
得
の
向
上
を
目
指
す
当
農

協
は
、
昨
年
度
の
「
農
業
経
営
安
定
対
策
支
援

金
」
に
引
き
続
き
今
年
度
も
農
業
経
営
へ
の
応

援
に
な
れ
ば
と
の
想
い
か
ら
農
協
へ
の
出
荷
実

績
に
応
じ
た
「
出
荷
応
援
助
成
金
」
を
支
払
総

額
で
約
8
5
3
0
万
円
、
今
年
の
4
月
に
お
支

払
い
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
以
下
、
項
目

に
つ
い
て
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
決
算
全
体
に
つ
き
ま
し
て
は
、
信
用
事
業
が

総
利
益
で
計
画
を
達
成
し
ま
し
た
が
、
共
済
、

購
買
、
販
売
の
特
産
等
で
計
画
を
下
回
り
、
事

業
総
利
益
は
2
6
億
2
4
0
0
万
円
と
2
7
億

円
を
割
り
込
み
ま
し
た
。

　
一
方
、
費
用
面
で
事
業
管
理
費
は
抑
制
さ
れ

ま
し
た
が
、
中
身
に
つ
い
て
は
株
価
、
為
替
と

い
っ
た
外
的
要
因
に
よ
る
影
響
が
大
き
く
、
事

業
利
益
、
経
常
利
益
と
も
に
計
画
を
上
回
っ
て

い
る
も
の
の
内
容
と
し
て
は
厳
し
い
状
況
で
ご

ざ
い
ま
す
。
な
お
、
最
終
の
当
期
剰
余
金
は
計

画
を
上
回
る
、
3
億
1
8
0
0
万
円
を
計
上
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
剰
余
金
処
分
に
つ
い
て
は
、
前
期
繰
越
金
4

億
6
0
0
万
円
を
含
め
た
未
処
分
剰
余
金
8
億

8
0
0
0
万
円
の
う
ち
、
4
億
8
0
0
0
万
円

の
処
分
案
と
し
、
出
資
配
当
・
事
業
分
量
配
当

を
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
、
利
益
準
備
金
、
任
意
積
立
金
、
中
で

も
農
業
経
営
安
定
積
立
金
を
積
み
増
す
こ
と
で
、

こ
れ
か
ら
も
農
家
所
得
の
向
上
に
貢
献
で
き
る

よ
う
、
備
え
て
お
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す

の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
5
類
に
引
き
下
げ

ら
れ
て
以
来
、
人
、
物
が
新
た
な
形
で
動
き
出

し
ま
し
た
が
、
長
期
化
す
る
国
際
紛
争
な
ど
不

安
定
な
世
界
情
勢
に
よ
る
原
材
料
価
格
の
高
止

ま
り
は
、
農
業
経
営
を
圧
迫
し
て
い
ま
す
。
農

家
所
得
の
向
上
を
目
指
す
当
農
協
は
農
業
経
営

に
お
け
る
再
生
産
の
保
障
を
目
指
す
と
と
も
に
、

新
た
な
社
会
環
境
に
対
応
で
き
る
事
業
活
動
を

進
め
て
い
き
ま
す
。

　
営
農
、
販
売
、
畜
産
事
業
で
は
、
生
産
者
と

対
話
す
る
機
会
を
増
や
し
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
の
強
化
を
図
る
こ
と
で
、
よ
り
品
質
の
高

い
農
畜
産
物
の
生
産
を
目
指
し
ま
す
。

　
購
買
事
業
で
は
、
コ
ス
ト
低
減
に
向
け
、
情

勢
・
情
報
の
早
期
取
得
に
取
り
組
み
ま
す
。
ま

た
、
提
案
・
相
談
型
業
務
を
充
実
さ
せ
、
利
用

者
の
満
足
度
向
上
に
努
め
ま
す
。

　
信
用
事
業
で
は
、
提
案
型
活
動
を
実
施
す
る

と
と
も
に
、
次
世
代
と
の
繋
が
り
を
築
く
た
め

の
面
談
活
動
を
強
化
し
ま
す
。
ま
た
、
休
日
相

談
会
等
を
通
じ
て
、
個
別
相
談
対
応
へ
積
極
的

に
取
り
組
み
ま
す
。

　
共
済
事
業
で
は
、
総
合
事
業
の
強
み
を
活
か

し
た
訪
問
活
動
に
よ
り
、
世
帯
内
保
障
の
充
実

を
図
り
ま
す
。
加
え
て
、
生
存
系
保
障
の
提
案

強
化
に
よ
り
、
利
用
者
満
足
度
の
向
上
を
目
指

し
ま
す
。

 

今
年
は
4
年
ぶ
り
に
、
旧
町
4
会
場
で
の
地

区
別
総
代
会
を
開
催
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

各
会
場
で
お
伺
い
し
た
、
総
代
の
皆
さ
ま
か
ら

の
ご
意
見
・
ご
質
問
は
十
分
精
査
し
、
こ
れ
か

ら
の
農
協
運
営
に
反
映
さ
せ
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
回
答
に
つ
き
ま
し
て
は
地
区
別
総
代

会
以
前
に
い
た
だ
い
た
も
の
も
含
め
冊
子
に
し

て
お
届
け
し
て
お
り
、
理
事
会
等
で
協
議
の
う

え
、
で
き
る
こ
と
は
早
急
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

 

令
和
3
年
度
の
新
し
い
本
所
会
館
の
竣
工
か

ら
順
次
、
進
め
て
参
り
ま
し
た
信
用
・
共
済
事

業
に
お
け
る
組
織
再
編
で
す
が
、
昨
年
の
10
月

に
は
松
帆
支
所
と
志
知
支
所
を
統
合
し
、
西
淡

支
所
と
し
て
営
業
を
開
始
し
ま
し
た
。

　
組
織
再
編
は
単
な
る
経
営
の
合
理
化
だ
け
で

は
な
く
、
体
力
の
あ
る
早
い
段
階
で
組
織
を
ス

リ
ム
化
し
、
経
営
の
安
定
を
目
指
す
こ
と
で
、

農
業
生
産
基
盤
の
強
化
に
繋
げ
て
い
き
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
の
ほ
ど
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

　
ア
グ
リ
ア
イ
ラ
ン
ド
の
農
作
業
支
援
事
業
は
、

令
和
5
年
度
、
約
1
6
8
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
請
負

面
積
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
以
前
に
も
増

し
て
、
雇
用
労
働
者
の
問
題
が
深
刻
に
な
る
こ

と
は
明
ら
か
で
あ
り
、
農
業
の
み
な
ら
ず
、
ど

の
産
業
に
お
い
て
も
労
働
力
の
確
保
が
事
業
の

継
続
に
直
結
し
て
く
る
の
が
実
情
で
す
。

　
こ
の
件
に
つ
い
て
は
こ
れ
か
ら
も
、
最
重
要
課

題
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

　
令
和
5
年
度
は
全
国
的
に
観
光
客
が
増
加
に

転
じ
た
た
め
、
総
売
上
高
は
5
億
5
4
0
0
万

円
と
な
り
、
決
算
に
つ
い
て
も
南
あ
わ
じ
市
か

ら
の
指
定
管
理
料
を
含
め
て
黒
字
と
な
り
ま
し

た
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
電
気
代
を
中
心
と
す
る
水

道
光
熱
費
の
高
騰
が
年
々
厳
し
く
な
っ
て
お
り

ま
す
の
で
、
節
電
に
心
掛
け
な
が
ら
も
効
率
的

な
出
荷
物
の
鮮
度
保
持
に
努
め
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　
マ
ス
コ
ミ
等
で
農
林
中
金
が
令
和
6
年
度
決

算
で
、
令
和
7
年
度
以
降
の
黒
字
化
を
確
実
な

も
の
と
す
る
た
め
、
1
兆
円
を
超
え
る
最
終
赤

字
を
計
上
す
る
可
能
性
が
あ
る
と
報
道
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
農
林
中
金
の
自
己
資
本
比
率
は
基

準
を
上
回
る
十
分
な
水
準
を
確
保
し
て
お
り
、

経
営
の
健
全
性
に
問
題
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、

当
農
協
へ
の
影
響
さ
ら
に
は
組
合
員
の
皆
さ
ま

へ
の
影
響
は
な
い
も
の
と
認
識
し
て
お
り
ま
す

の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

組
合
員
・
役
職
員
が

一
致
団
結
し
て
Ｊ
Ａ
運
営
を

（
組
合
長
あ
い
さ
つ
抜
粋
）

令
和
５
年
度
決
算
に
つ
い
て

令
和
６
年
度
事
業
計
画
に
つ
い
て

組
織
再
編
に
つ
い
て

美
菜
恋
来
屋
に
つ
い
て

農
林
中
金
の
報
道
に
つ
い
て

総
代
か
ら
の

ご
意
見
ご
質
問
に
つ
い
て

子
会
社

㈱
ア
グ
リ
ア
イ
ラ
ン
ド
に
つ
い
て 第34回通常総代会開催

209,979 
23,249 

10,159,743 
4,650,307 

576 
4,674 
8,812 
488 
1,284

211,500 
23,360 

10,050,000 
4,900,000 

570 
4,671 
10,000 
427 
1,231

885,564,461円
481,009,784円
100,000,000円
227,597,445円
76,138,592円
77,273,747円
404,554,677円

1．当期未処分剰余金
2．剰余金処分額
 　 　　 ⑴ 利益準備金
 　 　　 ⑵ 任意積立金
 　 　　 ⑶ 出資配当金
 　 　　 ⑷ 事業分量配当金
3．次期繰越剰余金 　6

月
26
日
、
南
あ
わ
じ
市
文
化
体
育
館
（
元
気
の
森
ホ
ー

ル
）
で
、
あ
わ
じ
島
農
業
協
同
組
合
第
34
回
通
常
総
代
会
を
開

催
し
ま
し
た
。
総
代
数
4
9
9
名
の
う
ち
、
4
7
0
名
（
本
人

出
席
3
2
4
名
、
書
面
議
決
出
席
1
4
6
名
）
が
出
席
し
、
令

和
5
年
度
事
業
報
告
、
令
和
6
年
度
事
業
計
画
な
ど
全
7
議
案

を
慎
重
に
審
議
し
、
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

総
代
の
皆
さ
ま
か
ら
は
、
建
設
的
な
ご
意
見
・
ご
提
案
を
い
た

だ
き
、
役
職
員
一
同
、
組
合
員
・
ご
利
用
者
の
皆
さ
ま
か
ら
信

頼
さ
れ
る
農
協
を
目
指
す
よ
う
決
意
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

令和5年度　剰余金処分案

１．出資配当は年2.0％の割合です。（後配出資に対する配当は0％）
２．事業分量配当基準　販売主要品目1㎏当たり1.0円です。
３．次期繰越剰余金には、営農指導、生活・文化改善事業の費用に
　　充てるための繰越金16,000,000円が含まれています。

内訳
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今月の特集
F e a t u r

e

提 出 議 案

全議案承認可決
主要目標・実績

事業部門 令和5年度
事業実績

令和6年度
事業目標

信用

共済

購買

販売

畜産

貯金残高
貸出金残高
長期共済保有高ポイント
長期共済新契約ポイント
自動車共済掛金
購買品供給・取扱高
特産品販売・取扱高
農産品販売・取扱高
畜産販売・取扱高

（単位：百万円、ポイント）

第1号議案　令和５年度事業報告及び剰余金処分案の承認につ
いて

第2号議案　令和６年度事業計画の設定について
第3号議案　定款及び定款附属書総代選挙規程の変更について
第4号議案　役員の選任について
第5号議案　令和６年度理事及び監事の報酬について
第6号議案　退任理事及び監事に対する退職慰労金の支給並び

に役員退職慰労引当金の取り崩しについて
第7号議案　附帯決議

組合の最終目標である
農家所得の向上に取り組む

　
日
頃
よ
り
総
代
の
皆
さ
ま
方
に
は
、
農
協
事

業
各
般
に
渡
り
ま
し
て
、
ご
理
解
ご
協
力
を
賜

り
厚
く
お
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。
ま
た
、
農
繁
期
、

た
ま
ね
ぎ
の
収
穫
か
ら
田
植
え
作
業
に
お
疲
れ

の
と
こ
ろ
、
総
代
会
に
ご
出
席
い
た
だ
き
重
ね

て
お
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

　
令
和
5
年
度
は
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が

5
類
に
引
き
下
げ
ら
れ
、
農
協
ま
つ
り
を
始
め

と
す
る
各
種
交
流
イ
ベ
ン
ト
が
復
活
し
、
徐
々

に
コ
ロ
ナ
禍
以
前
の
活
動
に
戻
り
つ
つ
あ
る
年

で
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
景
気
動
向
は
い
ま

だ
不
透
明
で
あ
り
、
円
安
に
よ
る
海
外
か
ら
の

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
需
要
は
高
ま
り
ま
し
た
が
、
燃

料
や
資
材
な
ど
の
物
価
高
騰
が
野
菜
の
販
売
価

格
に
反
映
さ
れ
て
お
ら
ず
、
農
業
経
営
に
は
引

き
続
き
厳
し
い
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
農
家
所
得
の
向
上
を
目
指
す
当
農

協
は
、
昨
年
度
の
「
農
業
経
営
安
定
対
策
支
援

金
」
に
引
き
続
き
今
年
度
も
農
業
経
営
へ
の
応

援
に
な
れ
ば
と
の
想
い
か
ら
農
協
へ
の
出
荷
実

績
に
応
じ
た
「
出
荷
応
援
助
成
金
」
を
支
払
総

額
で
約
8
5
3
0
万
円
、
今
年
の
4
月
に
お
支

払
い
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
以
下
、
項
目

に
つ
い
て
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
決
算
全
体
に
つ
き
ま
し
て
は
、
信
用
事
業
が

総
利
益
で
計
画
を
達
成
し
ま
し
た
が
、
共
済
、

購
買
、
販
売
の
特
産
等
で
計
画
を
下
回
り
、
事

業
総
利
益
は
2
6
億
2
4
0
0
万
円
と
2
7
億

円
を
割
り
込
み
ま
し
た
。

　
一
方
、
費
用
面
で
事
業
管
理
費
は
抑
制
さ
れ

ま
し
た
が
、
中
身
に
つ
い
て
は
株
価
、
為
替
と

い
っ
た
外
的
要
因
に
よ
る
影
響
が
大
き
く
、
事

業
利
益
、
経
常
利
益
と
も
に
計
画
を
上
回
っ
て

い
る
も
の
の
内
容
と
し
て
は
厳
し
い
状
況
で
ご

ざ
い
ま
す
。
な
お
、
最
終
の
当
期
剰
余
金
は
計

画
を
上
回
る
、
3
億
1
8
0
0
万
円
を
計
上
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
剰
余
金
処
分
に
つ
い
て
は
、
前
期
繰
越
金
4

億
6
0
0
万
円
を
含
め
た
未
処
分
剰
余
金
8
億

8
0
0
0
万
円
の
う
ち
、
4
億
8
0
0
0
万
円

の
処
分
案
と
し
、
出
資
配
当
・
事
業
分
量
配
当

を
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
、
利
益
準
備
金
、
任
意
積
立
金
、
中
で

も
農
業
経
営
安
定
積
立
金
を
積
み
増
す
こ
と
で
、

こ
れ
か
ら
も
農
家
所
得
の
向
上
に
貢
献
で
き
る

よ
う
、
備
え
て
お
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す

の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
5
類
に
引
き
下
げ

ら
れ
て
以
来
、
人
、
物
が
新
た
な
形
で
動
き
出

し
ま
し
た
が
、
長
期
化
す
る
国
際
紛
争
な
ど
不

安
定
な
世
界
情
勢
に
よ
る
原
材
料
価
格
の
高
止

ま
り
は
、
農
業
経
営
を
圧
迫
し
て
い
ま
す
。
農

家
所
得
の
向
上
を
目
指
す
当
農
協
は
農
業
経
営

に
お
け
る
再
生
産
の
保
障
を
目
指
す
と
と
も
に
、

新
た
な
社
会
環
境
に
対
応
で
き
る
事
業
活
動
を

進
め
て
い
き
ま
す
。

　
営
農
、
販
売
、
畜
産
事
業
で
は
、
生
産
者
と

対
話
す
る
機
会
を
増
や
し
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
の
強
化
を
図
る
こ
と
で
、
よ
り
品
質
の
高

い
農
畜
産
物
の
生
産
を
目
指
し
ま
す
。

　
購
買
事
業
で
は
、
コ
ス
ト
低
減
に
向
け
、
情

勢
・
情
報
の
早
期
取
得
に
取
り
組
み
ま
す
。
ま

た
、
提
案
・
相
談
型
業
務
を
充
実
さ
せ
、
利
用

者
の
満
足
度
向
上
に
努
め
ま
す
。

　
信
用
事
業
で
は
、
提
案
型
活
動
を
実
施
す
る

と
と
も
に
、
次
世
代
と
の
繋
が
り
を
築
く
た
め

の
面
談
活
動
を
強
化
し
ま
す
。
ま
た
、
休
日
相

談
会
等
を
通
じ
て
、
個
別
相
談
対
応
へ
積
極
的

に
取
り
組
み
ま
す
。

　
共
済
事
業
で
は
、
総
合
事
業
の
強
み
を
活
か

し
た
訪
問
活
動
に
よ
り
、
世
帯
内
保
障
の
充
実

を
図
り
ま
す
。
加
え
て
、
生
存
系
保
障
の
提
案

強
化
に
よ
り
、
利
用
者
満
足
度
の
向
上
を
目
指

し
ま
す
。

 

今
年
は
4
年
ぶ
り
に
、
旧
町
4
会
場
で
の
地

区
別
総
代
会
を
開
催
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

各
会
場
で
お
伺
い
し
た
、
総
代
の
皆
さ
ま
か
ら

の
ご
意
見
・
ご
質
問
は
十
分
精
査
し
、
こ
れ
か

ら
の
農
協
運
営
に
反
映
さ
せ
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
回
答
に
つ
き
ま
し
て
は
地
区
別
総
代

会
以
前
に
い
た
だ
い
た
も
の
も
含
め
冊
子
に
し

て
お
届
け
し
て
お
り
、
理
事
会
等
で
協
議
の
う

え
、
で
き
る
こ
と
は
早
急
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

 
令
和
3
年
度
の
新
し
い
本
所
会
館
の
竣
工
か

ら
順
次
、
進
め
て
参
り
ま
し
た
信
用
・
共
済
事

業
に
お
け
る
組
織
再
編
で
す
が
、
昨
年
の
10
月

に
は
松
帆
支
所
と
志
知
支
所
を
統
合
し
、
西
淡

支
所
と
し
て
営
業
を
開
始
し
ま
し
た
。

　
組
織
再
編
は
単
な
る
経
営
の
合
理
化
だ
け
で

は
な
く
、
体
力
の
あ
る
早
い
段
階
で
組
織
を
ス

リ
ム
化
し
、
経
営
の
安
定
を
目
指
す
こ
と
で
、

農
業
生
産
基
盤
の
強
化
に
繋
げ
て
い
き
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
の
ほ
ど
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

　
ア
グ
リ
ア
イ
ラ
ン
ド
の
農
作
業
支
援
事
業
は
、

令
和
5
年
度
、
約
1
6
8
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
請
負

面
積
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
以
前
に
も
増

し
て
、
雇
用
労
働
者
の
問
題
が
深
刻
に
な
る
こ

と
は
明
ら
か
で
あ
り
、
農
業
の
み
な
ら
ず
、
ど

の
産
業
に
お
い
て
も
労
働
力
の
確
保
が
事
業
の

継
続
に
直
結
し
て
く
る
の
が
実
情
で
す
。

　
こ
の
件
に
つ
い
て
は
こ
れ
か
ら
も
、
最
重
要
課

題
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

　
令
和
5
年
度
は
全
国
的
に
観
光
客
が
増
加
に

転
じ
た
た
め
、
総
売
上
高
は
5
億
5
4
0
0
万

円
と
な
り
、
決
算
に
つ
い
て
も
南
あ
わ
じ
市
か

ら
の
指
定
管
理
料
を
含
め
て
黒
字
と
な
り
ま
し

た
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
電
気
代
を
中
心
と
す
る
水

道
光
熱
費
の
高
騰
が
年
々
厳
し
く
な
っ
て
お
り

ま
す
の
で
、
節
電
に
心
掛
け
な
が
ら
も
効
率
的

な
出
荷
物
の
鮮
度
保
持
に
努
め
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　
マ
ス
コ
ミ
等
で
農
林
中
金
が
令
和
6
年
度
決

算
で
、
令
和
7
年
度
以
降
の
黒
字
化
を
確
実
な

も
の
と
す
る
た
め
、
1
兆
円
を
超
え
る
最
終
赤

字
を
計
上
す
る
可
能
性
が
あ
る
と
報
道
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
農
林
中
金
の
自
己
資
本
比
率
は
基

準
を
上
回
る
十
分
な
水
準
を
確
保
し
て
お
り
、

経
営
の
健
全
性
に
問
題
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、

当
農
協
へ
の
影
響
さ
ら
に
は
組
合
員
の
皆
さ
ま

へ
の
影
響
は
な
い
も
の
と
認
識
し
て
お
り
ま
す

の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

組
合
員
・
役
職
員
が

一
致
団
結
し
て
Ｊ
Ａ
運
営
を

（
組
合
長
あ
い
さ
つ
抜
粋
）

令
和
５
年
度
決
算
に
つ
い
て

令
和
６
年
度
事
業
計
画
に
つ
い
て

組
織
再
編
に
つ
い
て

美
菜
恋
来
屋
に
つ
い
て

農
林
中
金
の
報
道
に
つ
い
て

総
代
か
ら
の

ご
意
見
ご
質
問
に
つ
い
て

子
会
社

㈱
ア
グ
リ
ア
イ
ラ
ン
ド
に
つ
い
て 第34回通常総代会開催

209,979 
23,249 

10,159,743 
4,650,307 

576 
4,674 
8,812 
488 
1,284

211,500 
23,360 

10,050,000 
4,900,000 

570 
4,671 
10,000 
427 
1,231

885,564,461円
481,009,784円
100,000,000円
227,597,445円
76,138,592円
77,273,747円
404,554,677円

1．当期未処分剰余金
2．剰余金処分額
 　 　　 ⑴ 利益準備金
 　 　　 ⑵ 任意積立金
 　 　　 ⑶ 出資配当金
 　 　　 ⑷ 事業分量配当金
3．次期繰越剰余金 　6

月
26
日
、
南
あ
わ
じ
市
文
化
体
育
館
（
元
気
の
森
ホ
ー

ル
）
で
、
あ
わ
じ
島
農
業
協
同
組
合
第
34
回
通
常
総
代
会
を
開

催
し
ま
し
た
。
総
代
数
4
9
9
名
の
う
ち
、
4
7
0
名
（
本
人

出
席
3
2
4
名
、
書
面
議
決
出
席
1
4
6
名
）
が
出
席
し
、
令

和
5
年
度
事
業
報
告
、
令
和
6
年
度
事
業
計
画
な
ど
全
7
議
案

を
慎
重
に
審
議
し
、
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

総
代
の
皆
さ
ま
か
ら
は
、
建
設
的
な
ご
意
見
・
ご
提
案
を
い
た

だ
き
、
役
職
員
一
同
、
組
合
員
・
ご
利
用
者
の
皆
さ
ま
か
ら
信

頼
さ
れ
る
農
協
を
目
指
す
よ
う
決
意
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

令和5年度　剰余金処分案

１．出資配当は年2.0％の割合です。（後配出資に対する配当は0％）
２．事業分量配当基準　販売主要品目1㎏当たり1.0円です。
３．次期繰越剰余金には、営農指導、生活・文化改善事業の費用に
　　充てるための繰越金16,000,000円が含まれています。

内訳
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今月の特集／組合の最終目標である農家所得の向上に取り組む

新役員紹介

～就任のごあいさつ　所信表明～

総務金融委員

総務金融委員経済委員

経済委員監　事

　去る６月26日に開催された『第34回通常総代会』で、
役員選任議案が可決承認されました。その後に開催され
た理事会において、引き続き代表理事組合長に選任され
ました。

　就任にあたり、改めて強調したいのは『組合員の皆さ
まとの連携』です。組合は組合員一人ひとりの力の結集
で成り立っています。皆さまからの意見、要望を素直に
聞き入れ、これからも人との繋がりをより一層大切に
し、共に行動することで共感できる組織を目指します。
今後ともご理解、ご協力、そして組合の挑戦に対して後
押しをお願いします。

　就任当初からテーマを『安定と挑戦』とさせていただ
いたのには、二つの信念があります。
　一つは信用共済事業を経営基盤として農協経営を安定
させること。
　もう一つは営農が中心となり経済事業を通じて新たな時代に適応できるよう役職員が意見を出
し合い、農家所得の向上に向けて生産基盤の強化に挑戦していくことです。

　信用共済事業では各種相談会を継続的に行い、職員個々が専門的知識を身に付け、利用者目線
に立った『対話』に重点を置き、地域で必要とされる存在になれるよう目指します。支所再編で
業務の効率化を図り、職員個々をレベルアップさせ、『出向く体制』をさらに強化します。
　
　経済事業では野菜価格は豊作なら安く、凶作なら高くなるという一時的なものではなく、継続
した再生産価格を作り出せれば、間違いなく担い手確保につながります。『淡路島たまねぎ』、
『淡路ビーフ』に続く品目でブランド化を進め、安定した農業にしたい。そのためには、今まで
以上に消費宣伝に力を入れ、『あわじ島の農畜産物』をＰＲしていき、消費者に対して認知度の
向上に取り組んでいきます。

　また、消費者だけでなく実際に利用していただく組合員、利用者の皆さまに対して『農協のメ
ニュー』が伝わるように事業内容、野菜出荷形態、そして利用メリットを周知し、事あるごとに
『農協のメニューを見える化』できるよう実践していきます。これからも生産者＝農協＝市場が
一体となり、各種団体と連携しながら産地として『野菜価格安定事業』についても再生産価格に
見合った補償基準額の見直しを国や県に訴え続けていきます。そして消費者から選ばれ、信頼さ
れる産地であり続けられるよう、最大の使命である販売力を強化し、組合の最終目標である農家
所得の向上につながるように挑戦し続けます。

　最後に、常に感謝の気持ちを忘れず、『信用共済事業』と『経済事業』の両輪を上手く動かし
ながら、あわじ島農協の役員一同が覚悟をもって『安定と挑戦』による農協経営に邁進していき
ます。

原 由美
（広田）

委員

馬野 均
（伊加利阿那賀）

副委員長

三原 賀代子
（津井）

委員長

川本 啓二
（灘）

委員

榎本 至宏
（阿万）

委員

榎本 暉重
（神代）

委員

坂東 昌範
（倭文）

委員

清川 光博
（広田）

委員

乙井 康弘
（賀集）

副委員長

船本 泰生
（志知）

委員長

立川 善久
（北阿万）

委員

山口 誠治
（市）

委員

堤 きよみ
（八木）

委員

浅井 崇史
（松帆）

委員

高川 欣士
（潮美台）

員外監事

芝 俊治
（福良）

監事

仲尾 修治
（松帆）

代表監事

常勤監事 常務理事 常務理事 副組合長理事（非常勤） 代表理事組合長

安定と挑戦への道のり
代表理事組合長 原口 和幸

vol.13

原口 和幸
（榎列）

眞野 和典
（八木）

出口 智康
（八木）

大住 和也
（松帆）

木本 公久
（阿万）
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今月の特集／組合の最終目標である農家所得の向上に取り組む

新役員紹介

～就任のごあいさつ　所信表明～

総務金融委員

総務金融委員経済委員

経済委員監　事

　去る６月26日に開催された『第34回通常総代会』で、
役員選任議案が可決承認されました。その後に開催され
た理事会において、引き続き代表理事組合長に選任され
ました。

　就任にあたり、改めて強調したいのは『組合員の皆さ
まとの連携』です。組合は組合員一人ひとりの力の結集
で成り立っています。皆さまからの意見、要望を素直に
聞き入れ、これからも人との繋がりをより一層大切に
し、共に行動することで共感できる組織を目指します。
今後ともご理解、ご協力、そして組合の挑戦に対して後
押しをお願いします。

　就任当初からテーマを『安定と挑戦』とさせていただ
いたのには、二つの信念があります。
　一つは信用共済事業を経営基盤として農協経営を安定
させること。
　もう一つは営農が中心となり経済事業を通じて新たな時代に適応できるよう役職員が意見を出
し合い、農家所得の向上に向けて生産基盤の強化に挑戦していくことです。

　信用共済事業では各種相談会を継続的に行い、職員個々が専門的知識を身に付け、利用者目線
に立った『対話』に重点を置き、地域で必要とされる存在になれるよう目指します。支所再編で
業務の効率化を図り、職員個々をレベルアップさせ、『出向く体制』をさらに強化します。
　
　経済事業では野菜価格は豊作なら安く、凶作なら高くなるという一時的なものではなく、継続
した再生産価格を作り出せれば、間違いなく担い手確保につながります。『淡路島たまねぎ』、
『淡路ビーフ』に続く品目でブランド化を進め、安定した農業にしたい。そのためには、今まで
以上に消費宣伝に力を入れ、『あわじ島の農畜産物』をＰＲしていき、消費者に対して認知度の
向上に取り組んでいきます。

　また、消費者だけでなく実際に利用していただく組合員、利用者の皆さまに対して『農協のメ
ニュー』が伝わるように事業内容、野菜出荷形態、そして利用メリットを周知し、事あるごとに
『農協のメニューを見える化』できるよう実践していきます。これからも生産者＝農協＝市場が
一体となり、各種団体と連携しながら産地として『野菜価格安定事業』についても再生産価格に
見合った補償基準額の見直しを国や県に訴え続けていきます。そして消費者から選ばれ、信頼さ
れる産地であり続けられるよう、最大の使命である販売力を強化し、組合の最終目標である農家
所得の向上につながるように挑戦し続けます。

　最後に、常に感謝の気持ちを忘れず、『信用共済事業』と『経済事業』の両輪を上手く動かし
ながら、あわじ島農協の役員一同が覚悟をもって『安定と挑戦』による農協経営に邁進していき
ます。
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委員

馬野 均
（伊加利阿那賀）

副委員長

三原 賀代子
（津井）
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乙井 康弘
（賀集）

副委員長

船本 泰生
（志知）

委員長

立川 善久
（北阿万）

委員

山口 誠治
（市）

委員

堤 きよみ
（八木）

委員

浅井 崇史
（松帆）

委員

高川 欣士
（潮美台）

員外監事

芝 俊治
（福良）

監事

仲尾 修治
（松帆）

代表監事

常勤監事 常務理事 常務理事 副組合長理事（非常勤） 代表理事組合長

安定と挑戦への道のり
代表理事組合長 原口 和幸

vol.13

原口 和幸
（榎列）

眞野 和典
（八木）

出口 智康
（八木）

大住 和也
（松帆）

木本 公久
（阿万）
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お知らせ おすすめ&

出発地に関わらず
ご都合の良い日程で
ご参加いただけます。

ヒルトン大阪にてビュッフェのご昼食と
「ウィキッド」鑑賞の旅

新入職員
令和7年度

対象者 大学・短期大学・専門学校を令和7年3月までに卒業見込みの方。
もしくは、すでに大学・短期大学・専門学校を卒業の方。

※申込方法や処遇など詳しい内容は
　マイナビ2025採用情報をご覧ください。

募集職種 総合職（正職員）【営農相談員、自動車・農業機械整備等含む】

募集締切

令和6年7月25日㊍
13:00～16:30

令和6年7月30日㊋
9:00～12:30

令和6年7月29日㊊

募集方法 当組合ホームページ「採用情報」からマイナビ2025（就職サイト）
よりエントリーしてください。ホームページ「採用情報」QRコード→

あわじ島農協　本所会館3階　会議室C･D場所 兵庫県農業会館　10階　105号会議室

募 集

一次試験実施日

職員採用に関するお問い合わせ先：総務部人事課（0799-42-5200）

30万円を1口として、「石川県特産品」が当たるチャンス!!
100口に1本

※写真はイメージです。※お預け入れ額30万円を1口として抽選権を付与いたします。
※当選発表はキャンペーン終了後、店舗へ提示するとともに広報誌に掲載いたします。当選された方には３品の中からお選びいただきます。
※特産品は10月にご自宅にお届け予定です。※お届け時期、商品が変更となる場合がございます。

石川県応援
プロジェクト

JAあわじ島JAあわじ島

令和6年6月17日（月）～令和6年8月31日（土）

スーパー定期（期間1年・単利型）

年

スーパー定期（期間3年・複利型）

年

期間中、新規スーパー定期貯金30万円以上（期間1年・3年）
お預け入れの方に、特別金利を適用いたします。

詳しくは店頭窓口にお問い合わせください

0.20% 0.35%
（税引後 年0.159%） （税引後 年0.278%）

さらに抽選で

期間

39,000円
1泊2日コース申込締切日

北陸復興応援企画

年金友の会  会員の皆さまへ

親睦旅行
1泊2日

実施日・出発地 10月22日㊋～23日㊌ 緑地区、三原地区
11月5日㊋～6日㊌ 南淡地区
11月7日㊍～8日㊎ 西淡地区

山中温泉翠明に泊まる
「山中座」貸切公演見学と大安禅寺生き生き法話

29,000円
日帰り

実施日 9月5日㊍ 満席になりしだい締切
させていただきます

※両コースとも各支所へお申込願います。

3名様一室利用時

2名様一室利用時
＋3000円

＋6000円
（お一人様）

夏の洗車祭り開催!!

7月15日㊊～7月26日㊎この機会に是非ご利用ください。

ドライブスルー洗車機
全コースが最大で

本所SS 広田SS

半 額半 額半 額

相続相談会 当JAでは毎月相続相談会を開催しています。相続手続きをスムーズに進めるにはその仕組み
を知り、事前に準備をしておくことが大切です。一度相続相談会に参加してみませんか？

兵庫県淡路県民局からのお知らせ

兵庫県公式の単発お仕事探しサイト
「淡路島マッチボックス」の開設

個別相談

7月29日㊊ 10:00～16:00 
8月25日㊐ 10:00～16:00
9月27日㊎ 10:00～16:00

連絡先：0799-42-5220（本所信用共済部　担当  堀川）

日時 場所 本所

要予約

相続税の不動産評価…相続税の不動産評価は固定資産税評価額とは異なりま
す。評価方法としては、「路線価方式」と「倍率方式」の2種類があります。
地域によって、方法が決まっており、その方式を利用して、相続税の不動産
評価を行います。相談を受けられたお客様は、思っていたより不動産評価が
高いと感じられる事が多いです。相談会では、不動産の評価方法を詳しく解
説いたしますので、ぜひご参加ください。

数時間から１日単位で求人募集ができ、農業の繁忙期など人手が足りないときだ
け雇用することも可能です。
登録方法から求人募集の仕方まで専門スタッフがサポートしますので、この機会
にご活用ください。

詳細は
こちら

（4名1室）

（4名様以上一室利用時）

一夜干し詰合せ ちょい飲みセット

当選者には、写真の商品をいずれか1セットプレゼント!!

名産セット

年金相談／7月28日㊐9：00～12：00（本所）※予約制
相続相談会／7月29日㊊10：00～16：00（本所）※予約制
休日ローン相談／毎週日曜日10：00～16：00（本所）※当日電話予約可

ひと、いえ、くるま保障相談／
　7月21日㊐・28日㊐・8月4日㊐※当日電話予約可
生花教室／7月25日㊍・8月8日㊍19：00～　

7月29日㊊

参加者
募集

イメージ

山中座イメージ

イメージ

お問い合わせ…運営事務局:株式会社Matchbox Technologies
TEL.0120-425-362　平日9:00～18:00（祝日・年末年始は除く）
　   awajishima-info@matchbox.jp

令和6年9月13日金まで

旅行参加費

旅行参加費
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お知らせ おすすめ&

出発地に関わらず
ご都合の良い日程で
ご参加いただけます。

ヒルトン大阪にてビュッフェのご昼食と
「ウィキッド」鑑賞の旅

新入職員
令和7年度

対象者 大学・短期大学・専門学校を令和7年3月までに卒業見込みの方。
もしくは、すでに大学・短期大学・専門学校を卒業の方。

※申込方法や処遇など詳しい内容は
　マイナビ2025採用情報をご覧ください。

募集職種 総合職（正職員）【営農相談員、自動車・農業機械整備等含む】

募集締切

令和6年7月25日㊍
13:00～16:30

令和6年7月30日㊋
9:00～12:30

令和6年7月29日㊊

募集方法 当組合ホームページ「採用情報」からマイナビ2025（就職サイト）
よりエントリーしてください。ホームページ「採用情報」QRコード→

あわじ島農協　本所会館3階　会議室C･D場所 兵庫県農業会館　10階　105号会議室

募 集

一次試験実施日

職員採用に関するお問い合わせ先：総務部人事課（0799-42-5200）

30万円を1口として、「石川県特産品」が当たるチャンス!!
100口に1本

※写真はイメージです。※お預け入れ額30万円を1口として抽選権を付与いたします。
※当選発表はキャンペーン終了後、店舗へ提示するとともに広報誌に掲載いたします。当選された方には３品の中からお選びいただきます。
※特産品は10月にご自宅にお届け予定です。※お届け時期、商品が変更となる場合がございます。

石川県応援
プロジェクト

JAあわじ島JAあわじ島

令和6年6月17日（月）～令和6年8月31日（土）

スーパー定期（期間1年・単利型）

年

スーパー定期（期間3年・複利型）

年

期間中、新規スーパー定期貯金30万円以上（期間1年・3年）
お預け入れの方に、特別金利を適用いたします。

詳しくは店頭窓口にお問い合わせください

0.20% 0.35%
（税引後 年0.159%） （税引後 年0.278%）

さらに抽選で

期間

39,000円
1泊2日コース申込締切日

北陸復興応援企画

年金友の会  会員の皆さまへ

親睦旅行
1泊2日

実施日・出発地 10月22日㊋～23日㊌ 緑地区、三原地区
11月5日㊋～6日㊌ 南淡地区
11月7日㊍～8日㊎ 西淡地区

山中温泉翠明に泊まる
「山中座」貸切公演見学と大安禅寺生き生き法話

29,000円
日帰り

実施日 9月5日㊍ 満席になりしだい締切
させていただきます

※両コースとも各支所へお申込願います。

3名様一室利用時

2名様一室利用時
＋3000円

＋6000円
（お一人様）

夏の洗車祭り開催!!

7月15日㊊～7月26日㊎この機会に是非ご利用ください。

ドライブスルー洗車機
全コースが最大で

本所SS 広田SS

半 額半 額半 額

相続相談会 当JAでは毎月相続相談会を開催しています。相続手続きをスムーズに進めるにはその仕組み
を知り、事前に準備をしておくことが大切です。一度相続相談会に参加してみませんか？

兵庫県淡路県民局からのお知らせ

兵庫県公式の単発お仕事探しサイト
「淡路島マッチボックス」の開設

個別相談

7月29日㊊ 10:00～16:00 
8月25日㊐ 10:00～16:00
9月27日㊎ 10:00～16:00

連絡先：0799-42-5220（本所信用共済部　担当  堀川）

日時 場所 本所

要予約

相続税の不動産評価…相続税の不動産評価は固定資産税評価額とは異なりま
す。評価方法としては、「路線価方式」と「倍率方式」の2種類があります。
地域によって、方法が決まっており、その方式を利用して、相続税の不動産
評価を行います。相談を受けられたお客様は、思っていたより不動産評価が
高いと感じられる事が多いです。相談会では、不動産の評価方法を詳しく解
説いたしますので、ぜひご参加ください。

数時間から１日単位で求人募集ができ、農業の繁忙期など人手が足りないときだ
け雇用することも可能です。
登録方法から求人募集の仕方まで専門スタッフがサポートしますので、この機会
にご活用ください。

詳細は
こちら

（4名1室）

（4名様以上一室利用時）

一夜干し詰合せ ちょい飲みセット

当選者には、写真の商品をいずれか1セットプレゼント!!

名産セット

年金相談／7月28日㊐9：00～12：00（本所）※予約制
相続相談会／7月29日㊊10：00～16：00（本所）※予約制
休日ローン相談／毎週日曜日10：00～16：00（本所）※当日電話予約可

ひと、いえ、くるま保障相談／
　7月21日㊐・28日㊐・8月4日㊐※当日電話予約可
生花教室／7月25日㊍・8月8日㊍19：00～　

7月29日㊊

参加者
募集

イメージ

山中座イメージ

イメージ

お問い合わせ…運営事務局:株式会社Matchbox Technologies
TEL.0120-425-362　平日9:00～18:00（祝日・年末年始は除く）
　   awajishima-info@matchbox.jp

令和6年9月13日金まで

旅行参加費

旅行参加費
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正 組 合 員
准 組 合 員

貯 金
貸 出 金
長期共済保有高
購 買 品 供 給 高
特 産 品 販 売 高
農 産 品 販 売 高
畜 産 販 売 高

5,395人
3,888人

210,925
23,415
341,525
999
3,248
104
322

（単位：百万円）

理
事
会
だ
よ
り

J
A
活
動
の
成
果
（
6
月
末
）

（
6
月
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日
開
催
）

○
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付
理
事
の
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任
に
つ
い
て

○
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表
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選
任
に
つ
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○
役
員
の
構
成
等
に
つ
い
て

○
㈱
ア
グ
リ
ア
イ
ラ
ン
ド
役
員
の
選
任

に
つ
い
て

○
あ
わ
じ
島
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る
ご
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㈱
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つ
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て

○
役
員
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に
つ
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て

○
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任
理
事
に
対
す
る
退
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慰
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支
給
並
び
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退
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労
引
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の
取
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崩
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い
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○
行
政
庁
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提
出
す
る
業
務
報
告
書
及

び
連
結
業
務
報
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に
つ
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○
懲
戒
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の
選
任
に
つ
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○
給
与
規
程
の
変
更
に
つ
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て

○
南
淡
支
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事
務
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改
装
工
事
指
名
競

争
入
札
結
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つ
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て

○
信
用
事
業
方
法
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の
変
更
に
つ
い
て
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談
会
」
を
開
催
し
ま

し
た
。
行
政
と
意
見
交
換
を
し
、

南
あ
わ
じ
農
業
が
抱
え
る
課
題

や
将
来
像
を
共
有
す
る
こ
と
に

よ
り
、
豊
か
な
地
域
社
会
の
営

農
を
目
指
す
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。

　
今
後
も
懇
談
会
を
定
期
的
に

行
い
、
課
題
を
選
択
か
つ
集
中

さ
せ
、
早
急
に
課
題
解
決
に
向

け
て
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
き

ま
す
。

　
6
月
24
日
、
7
月
２
日
、
５
日
、
８
日
、
９

日
、
12
日
に
分
け
て
「
令
和
6
年
産
た
ま
ね
ぎ

情
勢
報
告
会
」
を
管
内
10
会
場
で
開
催
し
、
大

勢
の
生
産
者
が
出
席
し
ま
し
た
。
報
告
会
で
は

J
A
担
当
職
員
よ
り
本
年
産
の
生
育
状
況
と
と

も
に
、
こ
れ
か
ら
の
出
荷
に
お
け
る
留
意
事
項

の
説
明
を
行
い
、
市
場
関
係
者
か
ら
は
「
本
年

産
の
た
ま
ね
ぎ
は
、
他
産
地
が
小
玉
傾
向
で
推

移
し
て
お
り
流
通
量
も
多
く
な
い
こ
と
か
ら
、

淡
路
島
た
ま
ね
ぎ
の
引
き
合
い
が
強
い
。
量
販

店
で
も
品
質
の
評
価
は
高
く
、
心
待
ち
に
し
て

い
る
の
で
、
多
く
の
出
荷
を
お
願
い
す
る
と
と

も
に
、
精
一
杯
販
売
す
る
」
と
力
強
く
説
明
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　
6
月
10
日
、
当
J
A
本
所
に
て
「
農
林
水
産
省
と
Ｊ
Ａ
あ

わ
じ
島
、
全
農
と
の
再
生
産
価
格
に
つ
い
て
の
意
見
交
換

会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
Ｊ
Ａ
か
ら
は
生
産
コ
ス
ト
高
騰
に

お
け
る
生
産
現
場
の
窮
状
の
説
明
と
農
産
物
の
対
す
る
価
格

転
嫁
に
つ
い
て
要
望
を
い
た
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
会
議
終
了
後
、
圃
場
に
て
た
ま
ね
ぎ
の
収
穫
作
業

と
J
A
の
た
ま
ね
ぎ
撰
果
施
設
等
を
見
学
し
、
生
産
現
場
の

現
状
を
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

『
再
生
産
価
格
と
価
格
転
嫁
』

「
淡
路
島
た
ま
ね
ぎ
」

あ
わ
じ
島
農
協
か
ら

　
　
　
　全
国
消
費
地
へ

令
和
6
年
産
た
ま
ね
ぎ
情
勢
報
告
会

行
政
と
朝
会
を
実
施

農
林
水
産
省
と
Ｊ
Ａ
あ
わ
じ
島
と
の
意
見
交
換
会

榎列会場

行政と意見交換を行う

意
見
交
換
し

豊
か
な
南
あ
わ
じ
農
業
を

JAあわじ島のポリコンテナ・パレットの取り扱いについて
●コンテナ・パレットは、組合員の共有財産としてＪＡが保管・管理をしており、個人的な占有は認めていません。
●たまねぎ収穫後の乾燥保管へのコンテナ使用は、各自より届出と費用負担を伴っています。
●出荷野菜の収穫時にコンテナを使用する際は、事前に使用の届出をお願いします。
●コンテナ使用については生産物のJAあわじ島への出荷用及び収穫用であり、空缶・ゴミ入れ等、出荷収穫以外の使用
は絶対にしないでください。

使用後残ったポリコンテナ・パレットは経済センター保管場所へ返却をお願いします

南あわじ市の農家さんが心を込めて生産した『ほんまもん
たまねぎ』を全国にお届けします！お申込みQRコード
またはJAあわじ島ホームページよりお申込みいただけます。
※なおご注文はインターネット申込のみとなっております。

回収品目 回収品目（JAで購入された次の品目）

廃棄処理をご希望の方は委任状の申込欄に必要事項
を記入・押印の上、期日までにお申し込みください。

廃棄処理をご希望の方は、委任状に必要事項を記入・押印の上、期日までに
お申し込みください。

※ラベル無し・農薬名が確認できない農薬は回収できませんのでご了承ください。
※農薬が残っている場合は、廃棄農薬として回収させていただきます。

※回収方法、回収費用負担金等詳しくは、
　各経済センター購買係までお問い合わせください。

回収日 回収時間場　所

7日㊌

8月 8日㊍

9日㊎

◎畦波　◎畦シート　◎育苗用セルトレイ
◎水稲育苗箱　◎みのる玉葱育苗箱　◎パスライト
◎バロン愛菜　◎トンネル支柱ダンボール

申込期日

令和6年7月22日㊊

経済センター
回収日

◎一般農薬（粉剤、粒剤、乳剤、液剤、水和剤、顆粒剤）
◎農薬空容器（ポリ・ガラス瓶・金属容器・農薬袋）

回収金額 ◎一般農薬（水銀等は除く）
◎空容器

500円/㎏（税込）
900円/㎏（税込）

9:00

12:00

廃棄（未使用、期限切れ）農薬・農薬空容器の回収農業用廃棄プラスチック類の回収

広田経済センター・倭文経済センター・八木経済センター・
市経済センター・神代経済センター

賀集経済センター（福良支所）・阿万経済センター・
灘経済センター・北阿万経済センター

松帆経済センター・湊経済センター・津井経済センター・
伊加利阿那賀経済センター・志知経済センター・
榎列経済センター

〜

ほんまもん
全国へお届け 贈答品に

どうぞ!

JAマークが入ったポリコンテナ
およびパレットの使用は、
下記の内容にご理解ご協力を
お願いします。
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正 組 合 員
准 組 合 員

貯 金
貸 出 金
長期共済保有高
購 買 品 供 給 高
特 産 品 販 売 高
農 産 品 販 売 高
畜 産 販 売 高

5,395人
3,888人

210,925
23,415
341,525
999
3,248
104
322

（単位：百万円）

理
事
会
だ
よ
り

J
A
活
動
の
成
果
（
6
月
末
）

（
6
月
27
日
開
催
）

○
役
付
理
事
の
選
任
に
つ
い
て

○
代
表
理
事
の
選
任
に
つ
い
て

○
役
員
の
構
成
等
に
つ
い
て

○
㈱
ア
グ
リ
ア
イ
ラ
ン
ド
役
員
の
選
任

に
つ
い
て

○
あ
わ
じ
島
ま
る
ご
と
㈱
役
員
の
選
任

に
つ
い
て

○
役
員
報
酬
に
つ
い
て

○
退
任
理
事
に
対
す
る
退
職
慰
労
金
の

支
給
並
び
に
役
員
退
職
慰
労
引
当
金

の
取
り
崩
し
に
つ
い
て

○
行
政
庁
に
提
出
す
る
業
務
報
告
書
及

び
連
結
業
務
報
告
書
に
つ
い
て

○
懲
戒
委
員
の
選
任
に
つ
い
て

○
給
与
規
程
の
変
更
に
つ
い
て

○
南
淡
支
所
事
務
所
改
装
工
事
指
名
競

争
入
札
結
果
に
つ
い
て

○
信
用
事
業
方
法
書
の
変
更
に
つ
い
て

議

　題

　
６
月
14
日
Ｊ
Ａ
本
所
に
て
守

本
南
あ
わ
じ
市
長
を
は
じ
め
行

政
関
係
者
ら
と
Ｊ
Ａ
役
職
員
が

「
早
朝
懇
談
会
」
を
開
催
し
ま

し
た
。
行
政
と
意
見
交
換
を
し
、

南
あ
わ
じ
農
業
が
抱
え
る
課
題

や
将
来
像
を
共
有
す
る
こ
と
に

よ
り
、
豊
か
な
地
域
社
会
の
営

農
を
目
指
す
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。

　
今
後
も
懇
談
会
を
定
期
的
に

行
い
、
課
題
を
選
択
か
つ
集
中

さ
せ
、
早
急
に
課
題
解
決
に
向

け
て
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
き

ま
す
。

　
6
月
24
日
、
7
月
２
日
、
５
日
、
８
日
、
９

日
、
12
日
に
分
け
て
「
令
和
6
年
産
た
ま
ね
ぎ

情
勢
報
告
会
」
を
管
内
10
会
場
で
開
催
し
、
大

勢
の
生
産
者
が
出
席
し
ま
し
た
。
報
告
会
で
は

J
A
担
当
職
員
よ
り
本
年
産
の
生
育
状
況
と
と

も
に
、
こ
れ
か
ら
の
出
荷
に
お
け
る
留
意
事
項

の
説
明
を
行
い
、
市
場
関
係
者
か
ら
は
「
本
年

産
の
た
ま
ね
ぎ
は
、
他
産
地
が
小
玉
傾
向
で
推

移
し
て
お
り
流
通
量
も
多
く
な
い
こ
と
か
ら
、

淡
路
島
た
ま
ね
ぎ
の
引
き
合
い
が
強
い
。
量
販

店
で
も
品
質
の
評
価
は
高
く
、
心
待
ち
に
し
て

い
る
の
で
、
多
く
の
出
荷
を
お
願
い
す
る
と
と

も
に
、
精
一
杯
販
売
す
る
」
と
力
強
く
説
明
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　
6
月
10
日
、
当
J
A
本
所
に
て
「
農
林
水
産
省
と
Ｊ
Ａ
あ

わ
じ
島
、
全
農
と
の
再
生
産
価
格
に
つ
い
て
の
意
見
交
換

会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
Ｊ
Ａ
か
ら
は
生
産
コ
ス
ト
高
騰
に

お
け
る
生
産
現
場
の
窮
状
の
説
明
と
農
産
物
の
対
す
る
価
格

転
嫁
に
つ
い
て
要
望
を
い
た
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
会
議
終
了
後
、
圃
場
に
て
た
ま
ね
ぎ
の
収
穫
作
業

と
J
A
の
た
ま
ね
ぎ
撰
果
施
設
等
を
見
学
し
、
生
産
現
場
の

現
状
を
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

『
再
生
産
価
格
と
価
格
転
嫁
』

「
淡
路
島
た
ま
ね
ぎ
」

あ
わ
じ
島
農
協
か
ら

　
　
　
　全
国
消
費
地
へ

令
和
6
年
産
た
ま
ね
ぎ
情
勢
報
告
会

行
政
と
朝
会
を
実
施

農
林
水
産
省
と
Ｊ
Ａ
あ
わ
じ
島
と
の
意
見
交
換
会

榎列会場

行政と意見交換を行う

意
見
交
換
し

豊
か
な
南
あ
わ
じ
農
業
を

JAあわじ島のポリコンテナ・パレットの取り扱いについて
●コンテナ・パレットは、組合員の共有財産としてＪＡが保管・管理をしており、個人的な占有は認めていません。
●たまねぎ収穫後の乾燥保管へのコンテナ使用は、各自より届出と費用負担を伴っています。
●出荷野菜の収穫時にコンテナを使用する際は、事前に使用の届出をお願いします。
●コンテナ使用については生産物のJAあわじ島への出荷用及び収穫用であり、空缶・ゴミ入れ等、出荷収穫以外の使用
は絶対にしないでください。

使用後残ったポリコンテナ・パレットは経済センター保管場所へ返却をお願いします

南あわじ市の農家さんが心を込めて生産した『ほんまもん
たまねぎ』を全国にお届けします！お申込みQRコード
またはJAあわじ島ホームページよりお申込みいただけます。
※なおご注文はインターネット申込のみとなっております。

回収品目 回収品目（JAで購入された次の品目）

廃棄処理をご希望の方は委任状の申込欄に必要事項
を記入・押印の上、期日までにお申し込みください。

廃棄処理をご希望の方は、委任状に必要事項を記入・押印の上、期日までに
お申し込みください。

※ラベル無し・農薬名が確認できない農薬は回収できませんのでご了承ください。
※農薬が残っている場合は、廃棄農薬として回収させていただきます。

※回収方法、回収費用負担金等詳しくは、
　各経済センター購買係までお問い合わせください。

回収日 回収時間場　所

7日㊌

8月 8日㊍

9日㊎

◎畦波　◎畦シート　◎育苗用セルトレイ
◎水稲育苗箱　◎みのる玉葱育苗箱　◎パスライト
◎バロン愛菜　◎トンネル支柱ダンボール

申込期日

令和6年7月22日㊊

経済センター
回収日

◎一般農薬（粉剤、粒剤、乳剤、液剤、水和剤、顆粒剤）
◎農薬空容器（ポリ・ガラス瓶・金属容器・農薬袋）

回収金額 ◎一般農薬（水銀等は除く）
◎空容器

500円/㎏（税込）
900円/㎏（税込）

9:00

12:00

廃棄（未使用、期限切れ）農薬・農薬空容器の回収農業用廃棄プラスチック類の回収

広田経済センター・倭文経済センター・八木経済センター・
市経済センター・神代経済センター

賀集経済センター（福良支所）・阿万経済センター・
灘経済センター・北阿万経済センター

松帆経済センター・湊経済センター・津井経済センター・
伊加利阿那賀経済センター・志知経済センター・
榎列経済センター

〜

ほんまもん
全国へお届け 贈答品に

どうぞ!

JAマークが入ったポリコンテナ
およびパレットの使用は、
下記の内容にご理解ご協力を
お願いします。
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k e n  b u n  r o k u

　
6
月
5
日
か
ら
14
日
に
か
け
て
、
管
内
圃
場
約
4
0
0
か
所
の
土
壌
分

析
診
断
を
行
い
ま
し
た
。
分
析
は
関
係
機
関
協
力
の
も
と
、
営
農
担
当
者

が
行
い
、
適
正
な
土
壌
バ
ラ
ン
ス
の
改
善
に
向
け
た
検
査
を
行
い
ま
し
た
。

　
今
回
の
分
析
結
果
で
は
、
管
内
圃
場
は
リ
ン
酸
の
残
量
が
多
く
、
腐

植
・
C
E
C
が
低
い
傾
向
と
な
っ
て
い
ま
す
。
土
壌
分
析
は
土
壌
の
健
康

診
断
で
あ
り
、
作
物
を
栽
培
す
る
た
め
に
は
必
須
要
素
の
バ
ラ
ン
ス
が
取

れ
て
い
る
健
全
な
土
壌
で
あ
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
る

と
、
肥
料
成
分
が
土
壌
中
に
残
っ
て
い
て
も
農
作
物
に
吸
収
さ
れ
ず
、
欠

乏
症
状
や
過
剰
症
状
に
よ
り
生
育
を
阻
害
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
Ｊ
Ａ
で
は
土
壌
分
析
診
断
を
も
と
に
施
肥
基
準
を
作
成
し
て
お
り
、
土

壌
の
状
態
に
あ
っ
た
適
正
施
肥
を
行
う
こ
と
で
、
高
品
質
な
野
菜
の
生
産

を
応
援
し
て
い
ま
す
。

適
正
な
土
壌
バ
ラ
ン
ス
で
高
品
質
を
目
指
す

土
壌
分
析
診
断
実
施

　
6
月
１
日
、
生
活
協
同
組
合
お
お

さ
か
パ
ル
コ
ー
プ
の
組
合
員
（
親
子

26
名
）
を
招
待
し
、
管
内
圃
場
に
て

淡
路
島
た
ま
ね
ぎ
の
収
穫
体
験
を
実

施
し
ま
し
た
。
農
作
業
の
経
験
が
少

な
い
参
加
者
も
多
く
、
た
ま
ね
ぎ
の

掘
り
取
り
や
根
葉
切
り
、
吊
り
玉
作

業
を
体
験
し
ま
し
た
。
参
加
者
は

「
淡
路
島
た
ま
ね
ぎ
の
魅
力
を
存
分

に
知
る
こ
と
が
で
き
た
。
農
作
業
の

楽
し
さ
や
大
変
さ
を
実
感
し
ま
し

た
。
」
と
話
し
、
楽
し
そ
う
に
収
穫

を
行
っ
て
い
ま
し
た
。

わ
く
わ
く
産
地
訪
問

パ
ル
コ
ー
プ
お
お
さ
か
組
合
員
収
穫
体
験

　
６
月
12
日
、
コ
ー
プ
こ
う
べ
店
舗
職

員
含
め
関
係
者
8
名
が
来
組
し
産
地
研

修
を
受
け
ま
し
た
。
淡
路
島
た
ま
ね
ぎ

の
歴
史
や
栽
培
方
法
、
美
味
し
さ
の
秘

訣
に
つ
い
て
の
勉
強
会
を
行
っ
た
後
、

管
内
圃
場
に
て
た
ま
ね
ぎ
の
収
穫
作
業

を
体
験
し
ま
し
た
。
量
販
店
の
売
り
場

の
現
状
な
ど
の
意
見
交
換
を
通
じ
て
、

参
加
者
は
「
こ
れ
か
ら
の
販
売
に
あ
た

り
、
淡
路
島
た
ま
ね
ぎ
の
歴
史
や
美
味

し
さ
の
秘
訣
、
生
産
者
の
熱
意
や
苦
労

を
価
格
に
反
映
さ
せ
る
こ
と
が
出
来
る

よ
う
に
努
力
し
て
い
き
た
い
」
と
話
し

ま
し
た
。

「
淡
路
た
ま
ね
ぎ
」の
良
さ
を
学
ぶ

　
６
月
10
日
、『
南
あ
わ
じ
農
業
学
』
の
授
業
の
一
環
と
し

て
、
農
学
部
地
域
創
成
農
学
科
・
海
洋
水
産
生
物
学
科
の

１
年
生
へ
『
当
J
A
の
取
り
組
み
』
に
つ
い
て
の
講
話
を

行
い
ま
し
た
。

　
農
業
協
同
組
合
の
役
割
や
主
な
農
産
物
を
紹
介
し
、
産

地
強
化
の
取
り
組
み
や
課
題
に
つ
い
て
話
し
ま
し
た
。
生
徒

か
ら
は
、「
指
定
産
地
の
役
割
」
を
知
り
、「
生
産
者
の
努
力

と
地
域
が
一
体
と
な
っ
て
産
地
を
形
成
し
て
い
る
」
、「
農

業
に
携
わ
る
バ
イ
ト
を
し
た
い
」
と
声
が
あ
が
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
の
大
学
生
活
に
お
い
て
、
南
あ
わ
じ
市
内
の

風
景
を
見
て
四
季
を
感
じ
て
も
ら
い
、
就
職
活
動
の
折
に

「
農
業
が
し
た
い
」「
農
業
に
携
わ
る
仕
事
を
し
た
い
」
と

思
う
方
は
、
ぜ
ひ
Ｊ
Ａ
へ
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
と
お
願

い
し
ま
し
た
。

「
南
あ
わ
じ
農
業
」を
学
ぶ

コ
ー
プ
こ
う
べ
店
舗
職
員
産
地
研
修

吉
備
国
際
大
学
志
知
キ
ャ
ン
パ
ス
で
講
話
会

　管内小学校では様々な食農教育が行われ、児童は農業のおもしろさ難しさ収
穫の喜びなどを体感しながら、南あわじ市農業について学びました。

収穫体験

倭文小学校1年生・2年生
6月4日（庄田農会営農事業部）

賀集小学校3年生
6月3日（中野昌宏さん圃場）

市小学校3年生
6月5日（高見博昭さん圃場）

倭文小学校3年生
6月19日（長田環境保全組合）

神代小学校3年生
6月25日（神代地区老人クラブ連合会）

体験

広田小学校4年生
6月19日（清川光博さん圃場）

「
淡
路
た
ま
ね
ぎ
」の
良
さ
を
学
ぶ

泥んこになっちゃった

市小学校4年生
6月6日（市小学校）

どんどん
切っていくよ～！

土壌分析を行う
営農相談員

収穫したたまねぎとハイポーズ

協力しながら作業する
コープ職員ら

みんなでヨイショ！ヨイショ！

ぬるぬるする

たまねぎ切ったら目が痛い～

楽しい～ !!

『おにおんリング』の
ダンス踊ったよ♪

パ
ル
コ
ー
プ
お
お
さ
か
組
合
員
収
穫
体
験
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k e n  b u n  r o k u
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収
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